
（様式３－２号）

○実施内容詳細

●令和2年(2020年)2月1日に竣工し
た木造伝統工法住宅＜志摩の小庭いか
だ丸太の家＞の内装を木製で整えまし
た。

●旧猪子家住宅の蔵の外壁（鎧囲いの
杉板）を新しくしました。

●蔵の内部の改装をしました。

●いかだ丸太の家の建築から出た端材
を使ったものつくりを始めました。

https://www.inocono-shima.com/

実施内容：いのこ野の整備

事業者名：志摩クリエイターズオフィス

実施日又は期間：2020年3月～2023年２月

実施場所：いのこ野（志摩市阿児町神明693）

木づかい運動報告

手すり、本棚 木のコースター

箪笥 蔵の新しい外壁

https://www.inocono-shima.com/
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木づかい活動報告 

 

事業者名：志摩クリエイターズオフィス 

     https://www.inocono-shima.com/ 

実施期間：2020 年 3 月～2023 年２月 

実施場所：いのこ野（志摩市阿児町神明 693） 

活 動 内 容 

●令和 2 年(2020 年)2 月 1 日に竣工した木造伝統工法住宅＜志摩の小庭いかだ丸太の家＞の内装を

木製で整えました。 

・古い木質箪笥、丸太の椅子、木造作業台など、家具などを設置しました。①② 

・台所の流し台はいのこ野のヒノキ材（1 年前に伐採）を製材して使用しました。 

・エクステリアには枕木の廃材を譲ってもらい孫の野球部仲間が名古屋からきて設置の手伝いを

してくれました。③④ 

  

 

 

 

 

●旧猪子家住宅の蔵の外壁（鎧囲いの杉板）を新しくしました。 

90 年前の伝統的工法でやり直すために必要なのは、現場で指導できる職人がいること、パネル張

りなので作業が可能な広い場所です。いのこ野は運よく条件が合ったので、文化庁の補助も受けら

れ、なるべく元のように修復してもらいました。 

 

 

 

 

 

 

①                            ②                            ③                            

④                            

古い外壁は長い釘の止金具を抜くとパネル状に外れる 

https://www.inocono-shima.com/
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●蔵の内部の改装をしました。 

音楽が楽しめる空間にするため、蔵の床を強化して新しく張りなおし、音響のため二階の床を一

部抜いて吹き抜けにしました。 

その際に出た、今までの古い床材は本棚や棚板などに再利用するために水で磨き洗いしました。 

 

 

 

 

 

 

●いかだ丸太の家の建築から出た端材を使ったものつくりを始めました。写真はコースター。 

いのこ野の建物、樹木林、竹林の維持整備の経費を作るためです。 

また、木枝の剪定で出た、ストーブ暖房用に薪を作ります。体験することは大切！ 

 

 

 

 

 

蔵が傾いていたので部分ごとに取り付けた 鉄の釘は 30 ㎝の長さで土壁の穴に通される 

1,2 階の床仕事は大工 手すり、本棚は古い材を DIY で取り付けた 


